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笛 で 也 る ぐ 「 諾 華 態 水 」 | 大 眉 球 で 環 深 中 潤 浴 は いう 
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けり ュ 6 つ " 「 下 畠 躍 人 に みみ ロー 作 | し 3237 親 還 ′ 困 落 選 凶 球 敬 6 
x ハー 掲 郭 立 撮 電 」 ( 罰 | り 和 し だ だ セ *k@ っ ) っ)" 
ヨコ 交 釧 界 路 ) 4 到 ぐ 親 角 全 也 | SG 骨 肖 表明 G 申 ー 私 の つい) 


モ た で で る 窒 地 りり 6 思 求 GO っ の 
SG 会 移 ご が 生 " 


ー 下 の 串 記し 者 嘩 守り 表 セ 
ne 操 党 守 写 ぐ ト へ ホーー 狂 累 


1) 


ac や 
「 林 で 内 」 振 半 星人 頭 (Q 較 一 ざさ 則 ) 


5 へ 伸吾 
品 や X 尚志 
w 期 や 
時 | | 半年 ドー マ 
ID YO 目視 康 を ここ 
呈 | IK 投 因 を) この 
。 || | 更 半 給 8 る 。 語 
3 約 軸 まこ か っ に 
宝 家 尽 きき 計時 の の 
sl リロ 邊 ミュ Ws 世 記 桂 稚 避 総 虫 ぐ 鶴 達 恋人 
| rmT 円 均 生 計 
』 つ 妃 時 選 外 羽 肝 6 
*O < く 中 3S 当 つと 
1 て 虐 
0 中 曜 中 4 aa 


思 是 半 態 や co 人 キス 乱 二 
回 te@ 良 提 / 上 球 ン S 迷 咽 ・ 赴 
守 ぐ 忠昌 ′ 管 英 祭 咽 加 ぐ 針 宏 
牙 古 IL 巨 称 革 つ うつ 崩 恒 
憶 凶 思 K 宮 接地 称 下 ] 

りり で 9 飲 記 し で で の らし 3" 
ー 下 選 上 記し く 只 喘 之 り パ 
ー「 提 水 間 で SS 球 職 く 」 介 外 
S 全 丸 全 中 深 呈 時 虹 本 
KA)JN ウ 3 Q 下 過 還 臣 料 
ら 4m 同 征 の ー 謀 結 さ さら 


oO 記 愉 G 移 忘 で 


o 尾 殺 で 装 遇 桂 会 悦 ぐ ロ 
芯 十字 迄 。 選 選 避 ” 近 本 叫 
暑 極 誠人 の 守 の 


6 4W 剛 地下 トッ ロー 
KK ス ハー 音 詳 性 失 幸 本 和議 時 


つ / 代 妖 朋 ら 秩 昌 圭 史 維 天 
時?pK ペ ーー” セ し ら 名 緒 り 


し う [ 
「 菩 厨 K 且 %」D 払 びく 幸 床 D 収 上 G 考 愉 SNGS 
QuTT 宅 還 限 財 * 品 人 李 較 料 6 〇 ざ ぐ IDRLOFG 衝 昌 人 


meeo 忌 Qoo マ 選 で G 吾 到 人 


まこ マル 


USERKKKIIIS を ES UI 


相 区 放 は 6 ひこ トト グリ ロー 人 KK 人 へ 
へ 一 壮 四 店 店 瓶 倒 似 材 字 
けっ の KSKeo の で 公 人 KG Q 因 
ー マ ざさ 回 りり 窟 編 つ 丸 違 撤 忠 ト ッ 
リー 人 KK スペ ハー 音 詳 用 立 撮 球 3⑯ 
Sm 到 迄 り い ろう しく 衣 甘 
細 ぐ 揚 喉 し 3” 記 ら 志 矯 公 赤 
和 交 人 志 し 3 で つ 会 や 7 で 
半球 半 鯉 普 寮 信 に SO 
2 人 加 別 寺地 会 芽 2” 缶 
ーー ぐ 壮 部 の の 遇 衣 一 時 ぐ 
を 半 称 本 壮 パン の で し ス nk? 6 
9/ 押 浴 交 会 講 螺 鞭 じ 所 正 に 
公 ご 志 。 所 間 刀 ぐ 対 半 野 
妃 半 現し や" 斉 完 公 
宮守 黙 公司 定型 沖 や 守 


人 の 選 


っ で し SS 完 宮 天地 状 
半 、 軒 前 に 誤 二 ご で 疾 壮 
く 公 吐 で 選 る の っ )39 長 蜂 
KeaJ で 吾 了 半 理 共 し 夫 KG" 


に TSNU【GSY や に が: 
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中 で 控 革 提 り 表 か KG 法 吾 知 抽 
走 ン マン Q 下 己 語 り 宣 吾 %0 
で や 此 薄 翌 凶 球 角 作 で 宮 六 6 


盤 り / 則夫 只 杯 郷 絶 還 
中 公表 " 寺 沙 守 記 ぐ 思 麗 り 


いう 9 で Ko) 赤 7 渋 提 忠正 7 
散ら S 提 水 6 嘱 り 反 生 k 新 力 図 
阜 う つ し で 環 寺 は いる し 究 綴 
ES で 7 ( 局 眉 鈴蘭 ) 


ー 音 詳 衝 壮 吾 青 人 ER 中 (性 妨 ) 


弟 定 褒 つ ポ つ 7 

仙 宋 人 人 へ ヘ ホ ーー3 舗 6 
へ 回 元 会 地 や で しく が 本 伝 " 
1 密 中 較 し お の 選 る の 邊 選 
つり” 選 思 で 起 畑 人称 元 理 つ " 
定 独 ト ヘ ホー ンー 朋 畑 の 直 で や 


レ ら 中 二 ぐ 褒 0⑯ 弄 で 7 
Q 因 一 ざさ 回 唱 窟 紀 ぐ 回 こく 間 
本 和 喧 6 つの 

物 艇 環 慌 沢 ” 能 細 普 宗 赤壁 交 
2 会 移 KG8 人 る 「 半 尊 」 し 
し けり 「 六 閑 還 悪 」 へ SO 


レス 2n@ 提 SO る 23 「 研 堅 蘭 
志 に 包 」 し ゃ も し り 了 臣 品 信 
吉 掲 つじ し る 6 担 会 稀 必 生 " 
4 「 提 諸 央 」 や 詳し 
ら 公 還る k0 り 4 
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基 庫 県 アミ ュー スメント 施設 営業 者 協会 会 員 ・「 阪 神 大 震 災 」 被 災 状 況 全 調査 ① 


仙一 無 被害 〈⑦ 一 ニム 店舗 一 店舗 ⑱= 全 壊 ⑱ ニ 半壊 = 焼失 (= ニテ ナン ト = ニ 自 社 ビル @= 機 械 被害 台 予想 被害 額 
(やめ ニシン グル ロケ 人 W 三 再開 時 期 ⑳ 三 事務 所 = 自宅 = 従業 員 (⑦ ニ アル バイ ト ざ = 避 難所 滞在 数 の 表意 志 で = その 他 


ビス コー ボレー ショ : 、 
山 ア イ ボレー ショ ン 姫路 市 野里 | @@⑳( 姫 路 市 内 3 店 、 加 古川 市 内 1 店) 


尾花 義昭 
Am 
ブ | 相戸 市 東江 区 
晶 水 秀 詞 
株 ア ス モモ 
eg 
有 ) 板 宿 ビ リヤ ー ド |.._ 
we 
吹田 市 豊津 町 
Pa 
藤井 寺 市 野中 
全 の = 神戸 市 東灘 区 ⑦( ゆ (ニチ イ の ロケ 不明) 信 ⑯ = 人 ) ] 軒 1 名 死亡 (久保 弘 ・ 神 戸 市 東灘 区 御影 中 町 7 の 


eo に る 
池 還 市 き 還 衝 - の 2 人 


⑯ の = 尼崎 市 の (両替 機 3 台 損壊 、 数 万 円 、 入 居 ビ ル の 設備 補修 の 為 1 週間 休業 ) 


NI 
へ 
ヾ 
ト 
限 華 


@ の = 神戸 市 東灘 区 岡本 (両替 機 が 倒れ た 程度 で 2 月 5 日 より 営業 ) 借 ⑱= 東 灘 区 の 現在 使用 し て いる が 、 取 壊 
し 指定 を 受け 2 月 中 頃 ま で 。 倫 = 西宮 の 分 譲 マ ンション (住ま い は 2 階 で 1 階 の 4 店 舗 が 壊 減 、 近 く の 段 
上 西 小学 校 で 訂 難 生活 を し つつ 仕事 ) 食 人 ぃ 取引 先 ロ ケ の 被災 で 販売 業務 が 困難 に 。 


@ の = 兵庫 区 ⑦( 損 傷 少な く 壇 より 全 ゲ ー ム 無料 開放 <12 一 18 時 > 移 よ り 通常 営業 ) 借 = 中 央 区 元町 ②( 」R 
の 高 梨 下 で 2F の 損壊 大 、1F を 22 よ り 無料 開放 し 2% 日 より 通常 営業 ) 全 〇 = 尼崎 市 出屋敷 (機械 は OK、 
店 内 補修 し 多 より 営業 ) 借 D= 中 央 区 生田 神社 近く ⑦( 損 傷 大 、 補修 後 早けれ ば 3 月 末 -4 月 介 予 定 ) 


(両替 機 が 倒れ た 程度 、 営 業 に 支障 な し ) 


@ る ⑮ー 西 宮 市 仁川 (県 の 住宅 で 何と か 住め る 状態 、 壁 落ち 穴 あ き 玄関 ドア の 開閉 不 自由 、2% 現 在 が ス ・ 水 道 
こす 同 住宅 の 半数 は 移転 、 5 日間 避難 し 汐 夜 に も どる 。 過 労 で 潰瘍 を 病 い 久 に 入院 、 各 に 退院 ) 


@ ジ = ニ ③⑬12 軒 (さき 41 吾 人 ⑳)1200 万 円 駐 工場 化 1300 万 円 豊 ⑯= る 6 填 ⑱6 軒 人 W) 2 人 W29 人 


@ の 三宝 塚 市 の (建物 に 亀裂 走り 2 月 いっ ぱい 休業 ) 借 ⑧= 姫 路 市 W) 


@⑯ の = 尼崎 市 ダ 信 ) 4 吾 徴 50 万 円 ( 震 災 翌日 の 尼 に 再開 、 作 時 点 で 水道 が 出 ず ) 


@ の = 神戸 市 中 央 区 ぢ (機械 は OK、W3 月 中 頃 ) 借 ⑧)= 有馬 ) (機械 は OK、2% よ り 再 開 ) 借 の = 約 50 台 
損傷 


関西 サン アミ ュー ズ メ ント 伯 
高木 満 
北 鈴 スポ ー ツ セン ター 
西岡 良和 


で )( の 三宝 塚 市 南 日 や 、 損 傷 少な く 直 より 営業 再開 ) 


@⑯ 生 (コン クリ ー ト に ヒビ が 入っ た 程度 で 、 1 週間 ほど 休業 し 営業 再開 ) 


@ の = 明石 市 (多少 の 損傷 あり 1 週間 休業 ) 借 ⑧= 姫 路 市 ⑳) 


全 の = 神戸 市 垂水 区 (両替 機 が 倒れ ん た が 、 カ ウン ター が スト ッ パ ー と な り 無 事 、 カ ラオ ケ 機 器 が 2 室 で 損壊 
し 使用 で きず 。 1 週間 休業 後に 昼間 の み 営 業 。 2 月 半ば より 夜 11 時 迄 ) 信 錠 (= 神戸 市 垂水 区 (内 部 に か な 
り の 混乱 を 生じ た が 、 建 物 自 体 は 大 丈夫 ) 


@ ジ =③)3 軒 ヾ ) 4 軒 人 20 台 敏 約 120 万 円 (金庫 の み の 僧 難 も あり ) 


@%8( 社 員 の 実家 く 神戸 市 内 > が 全焼 ) 


信和)( 事 務 所 の 壁 の ヒビ 割れ 等 、 多 少 の 損傷 が ある 程度 ) 
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兵庫 県 アニ ュー スメント 施設 営業 者 協会 会 員 ・ 阪神 大 震 災 」 被 災 状 況 全 調 査 @ 


仙 ) 王 無 被害 (の 一 ① ニ A 店 舗 一 | 店 舗 ⑱ ニ = 全壊 半壊 0 三 焼失 ② ニ テナント = 自社 ビル @ き = 機械 被害 台数 仙 = 予 想 被害 額 
(や = ニシ ング ル ロ ケ 0 三 再開 時 期 ⑳ 三 事務 所 の ニ 自 宅 = 従業 員 = アルバ イト W= 避 難所 滞在 数 = 再開 意志 (= その 他 


会 社名 (協会 へ の 代表 者 ) | 事務 所 所 在 地 被 災 状 況 


嗣 サ ービス ゲー ム ス ジ ャ パン SN @⑯⑦= 中 央 区 の (三宮 セン ター ビル の 2 F、 機 械 OK だ が 不明 ) 代 ⑧= 東 難 区 甲南 の (機械 0 K だ が 建物 の 
aa 


損壊 大 不明) 借 で = 兵庫 区 新開 地 の ( 地 下 の 店 ・ 機 械 は OK、 地 上 部 工事 中 人 3 月 初 ? ) 倫 ①= 北 区 有馬 
神戸 市 東灘 区 


⑦( 旅 館 で 1 月 末 ま で 休業 する ) 代 ⑧= 兵 庫 区 (家具 が 倒れ た 程度 ) 錯 ⑯( 家 屋 半壊 し 一 時 避難 1 名 ) 
守 
KS 
机 タ イト ー 財 本 A RG 
柳 タ イ We 


(電話 に 応答 な く 、FAX は 通じ ず で 連絡 と れず す 。 遊 此 中 と も 聞く ) 


(電話 に 応答 な く 、F AX は 送信 で きた が 返信 な く 連 絡 と れず ) 


人 @ ロ ケ は 多い が 連 給 が と れず 、 状 況 が 掴め な い 。 倫 ⑧= 長 田 区 人 ) 俺 や = 須磨 区 (多少 損傷 ) 倫 (⑯) (長田 区 の 
両親 宅 が 幸い 軽傷 程度 ) 


人 @ の = 尼崎 市 (両替 機 を 1 部 修理 に 出し た 程度 、% よ り 営 業 再 開 ) 豊 の ⑦( 1 名 < 武庫 荘 > 衝 が 半壊 ) 


供 神 戸 市 内 の 喫茶 リー ス 等 \ で ( 多 )($) 4 店 0) 1 店 (13 台 粧 下 に は 支障 な : い と は いう も の の イ タイ . / ) 


@ の = 神戸 市 中 央 区 ⑦( 神 戸 ポ ー ト ピア ラン ド 内 の 施設 、 機械 は 4 5 友 が 倒れ 、 多少 の 破損 が ある 程度 だ が 
園 が 閉鎖 中 で 不明 ) 


人 @ 生 (店舗 、 事 務 所 と も 被害 は な い が 、 周 り の 状況 か ら 休 業 中 の 所 も ある ) 


@ び 三 長田 区 ②( 店 舗 ・ 住 宅 の 雑居 ビル (⑧6 台 ゆ 不明 不明 「 立 入 禁 止 の 危険 地域 で ビル を 取り 壊す 可能 性 
も あり 、 先 行 不安 で す 」) 


@( 洲 本 市 内 の 2 店 津名 郡 の 1 店 いずれ も 当日 より 営業 ) 供 ⑯( 神 戸 市 中 央 区 の 7 号 営業 店 は ビル 自 
体 介 だ が 周り の 状況 か らし ば らく 休業 ) 


@ の ⑧ 〇 = 三宮 (損傷 大 ⑳ 不 明 ) 借 D= ニ 三宮 (補修 後 仙 の 子 定 ) 借 = 中 央 区 ハー バー ラン ド ・ カ モメ 館 (2 全 
店 営業 再開 ) 倫 D= 六 甲 ア イラ ンド (補修 後 人 W 不 明 ) 借 ⑥= 東 灘 、⑬ 灘 (補修 後 人 不明 ) 氏 い = 尼崎 (つか し 
ん ・9 日 間 休業 後 再 開 ) 代 ⑨⑧= 中 央 区 (補修 後 人 4 月 頃 ) = 帰省 中 の 社員 1 名 入院 ⑦=1 名 死亡 


@ の = 西宮 市 (両替 機 の 倒れ 、 タ イル 落ち 、 ク ロス の 破れ 、 入 ドア 破損 等 が あり 9 日間 休ん だ 後 営業 再開 。 
当初 は 午後 7 時 迄 。 2 月 より 通常 営業 ) 


人 @ め = 神戸 市 垂水 区 の (ホテ ル に つき 休館 、⑳ 不 明 ) 氏 ⑱= 神 戸 市 灘 区 の (る よ り 業務 再開 ) 


@ の BCD= 神 戸 市 中 央 区 和信)106 台 28 2 癌 (0 不明 倫 ⑧= 神 戸 市 中 央 区 ⑦* 介 不明 (移転 先 
ー 末 中 市 興南 町 東 ウ ー 9 一 還 和 5 Np 的 小 006334ー6716、FAXO6 
ー334-ー2600) 亀 O ざ = る ⑧4 軒 2 軒 W)5 人 


信 ④ つ = 神戸 市 兵庫 区 (全壊 も 半壊 も ちせ ず 焼 け て も いな い の だ が 被害 大 。 2 週間 休業 。「 し か し 大 未 夫 、 ほ か 
に で き な い の で ここ で 頑張 る ./」) 


人 神戸 市 を 中 心 に 7 店 舗 被災 (内 5 店 は すでに 営業 再開 、 ハ ー バ ー ラ ンド 、 深 江 の 2 店 は 本 体 の 退 店 に 伴 な 


いい 撤退) 


@ の = 東灘 や ⑧)2 台 人 9)10 万 円 介 3 月 借 ⑧= 兵庫 ⑦ 各 含 ) 1 吾 o)5 万 円 ⑤ 無 駐 C)= 西宮 ② 人 久信)70 台 W2000 万 円 ざ 
無 供 D= 西宮 人 @) 1 台 穫 20 万 円 ⑳3 月 借 包 = 東灘 ② 和 や 含 50 台 邊 500 万 円 ⑳ 無 供 ②=30 台 W)10 万 円 代 ⑧= 兵 
庫 ⑦( 移 転 先 ・ 守 曲 市 佐 太 中 町 7ー20- 1、TELO6-905-4550) 食 谷 =⑱10 軒 5 軒 ⑳7 人 


@ の = 神戸 市 須磨 区 (機械 数 台 が 倒れ 損傷 し た 程度 、 隣 接 ビ ル 等 の 損壊 が 人 立入 禁止 区 域 と な 
っ て いた が 、 よ う や く 欠 に 0) 信人 = 芦 屋 市 (マン ショ ン の 壁 に ヒビ が 入っ た 程度 


人 @ め = 西宮 市 甲 東園 の る 人 ⑬)15 友 9500 万 円 不明 欠 め =③4 軒 2 軒 @21 台 620 万 円 


第 10 巻 3 月 号 通巻 103 号 AOU ニ ュー ス 1995 平成 7 年 2 月 25 日 (土曜日) (4) 
兵庫 県 アニ ュー ズ メ ント 施設 営業 者 協会 会 員 阪 神 大 震 災 」 被 災 状 況 全 調査 ③ 


⑳ 王 無 被害 ① 一 ①ーA 店 舗 一 | 店 舗 = 全壊 ⑱= 半 壊 = 焼失 ② ニ テナント (= 自社 ビル @ 機 械 被害 合 ー 予 想 被害 
(= ニシ ング ル ロ ケ  W 三 再開 時 期 ⑱ 三 事務 所 ー 自 宅 ⑯= 従 業 員 ⑦ ニ アルバ イト W ニ 避難 所 滞在 数 加 本 昌 室 の 


会 社名 (協会 へ の 代表 者 ) | 事務 所 所 在 地 被 災 状 況 


代 田 産業 引 
原田 人 豊 


千 
衣 ツ ツシマ 住宅 
商 嶋 義博 


開 ) 供 ⑨⑧= 神 戸 市 中 央 区 人 後 ) 不 明 介 不明 (移転 先 三川 西 市 栄町 27 一 7 一 105、 
7 35) 


す 生 し 0 グイ * ド の 9* 3 


信人 %) (大 阪 支店 ・ 岩 崎 知 意 支 店 長 の 親戚 4 人 の 自宅 が 全 ・ 半 壊し 、 内 2 世帯 は 避難 所 滞在 ) 


@⑱= ニ 西宮 北口 の 自社 ビル (5 階 建 が 半壊 ・ 1 階 部 分 《 則 タイ トー の 店 舗 ) が 壊 減 、 各 テナント の 耳 解 を 
得 、 多 頃 よ り 取 り 壊 し の 予定 ) 


@ の = 伊丹 市 (パチ ンコ 店 ・ ニ ュー ヨー ク の 2 階 、 自 転 車 置き 場 の テン ト が ボロ ボロ 、 壁 が 落ち た 程度 で 、 
両替 機 を 修理 し 史 よ り 営 業 ) 代 ⑧= 伊 丹 市 (建物 の 屋根 が くず れ た が 当日 より 営業 ) 供 つ = 神戸 市 東灘 区 (本 
山 社 長 の 自宅 が 被災 、 実 家 に 訂 難 ) 信秀 =⑬2 軒 (パチ ンコ 店 財 い の お ば さん と 自転 車 整理 の お じ さ ん ) 


@ ジ = 全壊 が あり 2 軒 3 耕 位 の 被害 と 思わ れる が 、 ま だ 確認 と れず ⑳)=$) 1 軒 (引越 す ) 


神戸 市 垂水 区 


ア 選 ン ヨ ナ ル 商 事 株 豊中 市 東寺 内 町 @ の = 神戸 市 灘 区 (人 ( 全 ) (昨年 購入 の 分 譲 店 舗 ) ( 信 22 台 邊 6000 万 円 (0 不明 Q) 無 し ) 倍 )= ニ 2 軒 (負傷 者 2 人 


松下 責 人 ⑳2 人 ) 
神戸 市 東江 区 


@⑥ の = 神戸 市 灘 区 ⑦) (ボー リン グ 場 ロケ 、 機 械 は 使用 可 も 立入 禁止 、 オ ー ナ ー に 再建 の 意志 が 見 られ ず ⑳) 
の 見 通し 無し ) 代 め = 神戸 市 灘 区 テ \ (文化 アパ ー ト 2 室 で 倉庫 兼用 ) 人 つ = 神戸 市 東灘 区 (人 身 被害 な 
し 、 訂 難 先 ・ 尼 崎 市 大 庄 中 通り 4 の 40 合 同 製鉄 大 庄 社宅 B の 26 森口 様 方 、TELO6・419・0424) 


@⑥ の = 中 央 区 ②( 階 段 の ヒビ 割れ 程度 、 機 械 は 外見 上 だ が 不明 、 事 務 所 内 被害 大 、 立 入 禁 止 区 域 で 不明 ) 
@B= ニ 中央 区 ② 箇 (オー バ 内 プラ ボ 新 神戸 0) 倫 C)= 尼 崎 ⑦)@)5 台 ⑳)1500 万 円 (尾上 上 ロケ)%) 借 〇 =⑬2 
軒 邊 ) 無 し (不明 1 軒 4 吾 ) 亀 ⑧ 三 明石 市 の (ヒビ 割れ ) 信人 ⑳= ニ 4 軒 ( 親 戚 等 に 避難 中 ) 錯 の = 1 名 死亡 


明石 市 鳥羽 
⑯ の = 中 央 区 ダ ) (神戸 大 丸 旧 館 屋上 遊園 地 、 取 壊し 建 替 人 不明 ) 錯 ⑥= 灘 区 の (王子 動物 園内 遊園 地 、 被 害 は 
少な い が 自衛 隊 の 駐屯 地 に 使用 中 ⑳ 不 明 ) 但 〇 東 灘 区 の (SC ロケ 、 建 物 損傷 大 0 不 明 ) 人 ⑨⑱= ニ 東灘 区 @④(2 


神戸 市 東灘 区 

階 に 就寝 中 の 社長 ご 母 堂 タカ エ さ ん <81 歳 > 死亡 、 仮 ず = 東灘 区 岡本 8ー3 一 1 西 氷 和郎 方 谷 411・1655) 
池田 市 神 区 | @W 
姫路 市 飾磨 区 | @Q の = 淡路 島 や 5 (ホテ ル 内 ロケ 、 機 械 は 大 丈夫 だ が 、 ホ テル 閉鎖 中 で 不明) 
西宮 市 高松 町 | ⑯④= 西宮 市 ( 帆 テ ヅカ 内 に あり 、 同 ビル は 名 より 取り 壊し の 予定 ) 

人 @ 自 宅 兼 事務 所 が 半壊 (保険 会 社 に よれ ば 5096 で 復旧 可 ) 、 約 10 店 近い ロケ の 被害 も 大 、「 生 き 残 っ て 、 元 
記 屋 市 伊勢 町 和 で や っ で いま す / ょ 
大 阪 市 北 区 
神戸 市 中 央 区 
川西 市 小戸 
ユー エス 音 業 0 計 征 gg 

森 完 際 

神戸 市 東灘 区 


プラ ス 電 子 サ ービス 
林田 吉 博 


@⑱②= 神 戸 市 中 央 区 ) (三宮 セン ター 街 B 1 不明 ) 代 飲 = の 者 も いる が 死傷 者 は な し 、 食 人 ⑯ (20 店 近く 
営業 する 飲食 店 に つい て は 、 内 14 店 が 営業 中 ) 


@⑥ の =⑦③ 約 10 吾 ⑳ 約 200 万 円 不明 「 店 舗 の 被害 少々 と 想像 し ます 。 地震 の あと シャ ッ タ ー が 閉まっ た ま 
まで チェ ッ ク 出 来 て いな い 」 


@②= 神 戸 市 兵庫 区 (2 階 建 の 入 日 損壊 ・2 月 中 修理 子 定 ⑳ は 周り の 状況 を 見 て ) 代 ⑧= 西 宮 市 ③ 全 不明 欠 
も ) (自宅 全壊 も ある が 足 を ガラ ス で ケガ し た 程度 ) 


@ の = 神戸 市 兵庫 区 ⑧) (建物 は (、( 人 15 耕 、2 月 ) 食 ⑧= 神 戸 市 兵庫 区 ⑧ (建物 ・ 機 械 と も (、( 人 0)2 月 ) 
@④= 神戸 市 東灘 区 ( 作 供 宅 = 神戸 市 東灘 区 ( 舞 但 ( 税 ) ニ 全 ) 1 軒 \) 1 軒 借 ) 1 人 倫 死 亡 ・ 内 田 社 長 の 見 ・ 打 男 氏 ・80 歳 
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第 P 回 AUU ア ミュ ー ズ メン ト セ ミナ ー 


(講演 と パネ ルディ イス カッ ショ ン ) 


アミ ュー スメント 施設 営業 の 現況 と 将 米 


1 世紀 に 向っ て 伸び る 成長 産業 と 目 さ れる 当 業 界 も 、 こ の 年 未 は 厳し 
い 経 営 環境 の 中 に あり ます 。 各 施設 の 現況 、 内 ・ 外 在 す る 課題 こそ の 打開 策 、 
そし て 将来 展望 等 を 、 講 師 を まじ えて 考え て 参り ます 。 


太田 清久 氏 


は 帳 野 村 総合 研究 所 ・ 企 業 調査 部 副 主 任 研究 員 
計 | 介 野 裕一 氏 

新 世 紀 経 営 セ ンタ ー 代 表 ・ 中 小 企業 診断 士 
石井 ぜん じ 氏 

帳 新 声 社 「 ゲ ー メ スト 」 編 集 長 
小形 武徳 氏 

則 セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 専務 取締 役 
胃 我 宋 蔵 氏 


帆 サ ン セ イブ ・ エ ンタ ー テ イメ ント 代表 取締 役 社長 


仙 主 催 ・ 仙 全日 本 アミ ュー ズ メ ント 施設 営業 者 協 
会 運 合 会 
和 負 協賛 ・ 東 京都 アミ ュー ズ メ ント 施設 営業 者 協会 
仙 開 催 日 時 ・ 3 月 18 日 角 午後 1 時 一 5 時 
仙 開 催 場所 ・ 東 京 商工 会 議 所 / 国際 会 議場 
東京 都 千代 田 区 丸の内 3 の の 
谷 03(383) 7580 


仙 受 講 料 
① 会 員 会 社 代表 者 及び 従業 只 ……\5.0UU( 1 名 ) 
(OS ゴ \15 0O0D(1 名) 


伯 受 講 申込 み 及 び 受 講 料 払込 み 
① 受 講 申込 み 書 (下部 に 有 ) に 記入 し 、AOUU 
事務 局 に 郵送 ある い は F AX で お 申込 み の 上 、 受 


畑 晴夫 氏 
有朋 ニュ ー ス ター 代表 取締 役 社長 


0 :30 受付 開始 
1:UU 


J: 
入間 

( パネ ルディ イス カッ ルツ ョ ソン 
5 : 加 終 了 


講 料 を 下記 銀行 口座 に お 振り 込み 下さ い 。 お 振り 
込み 確認 後 、「 受 講 券 」 を お 送り し ます 。 当日 会 坦 
受付 に 宣 示 し て 下さ い 。 
沿 、 受 講 料 の 払戻 し は 致し ませ ん 。( 代 理 受講 可 ) 
《 お 申込 み 先 》 
〒I0U| 東京 都 千代 田 区 神田 須田 町 1 の 4 の | 
1 | 須田 町 ビ ピル DAUU 
TEL03(3P53)567/1 FAXH3(3853)5688 
《 お 振り 込み 先 》 
さく ら 銀 行 神田 小川 町 支店 (普通 ) 63667U 
口座 名 ・ 條 AUU 会 長 入江 昭 造 
ぢ 受講 申込 み 及 び 振 込み 期限 は 、3 月 3 日 寅 で す 。 
( 下 の 受 講 申込 み 書 を お 使い くだ さい ) 


第 回 AODU ア ミュ ー ズ メン ト セ ミナ ー 受 講 申込 み 書 
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1995 平成 7 年 2 月 25 日 (土曜 日 ) 


ニュ ー ス 


AOU 


第 10 巻 3 月 号 通巻 103 号 


< 代 

ぶ 呈 

と こ 

<m 
田 | 型 多 4 宮中 
康 ご 下 三吉 

謀 田上 和 トウ ロー 人 KK ハー 更 
誤 正 閑 間 球 ⑯ ( 思 手 才 刺 ) 
ー 下 三 品 民 細 6 和 衣 吾 つ 信 
( 課 田 世 ヨ HH「 る 誠人 越 」 
円 壮一 時 所 Q 苫 記 届 本 艇 郊 
マ )“ 

区 ⑭⑯ し 3" 層 夫 パ で 基 千 
ゴロ 下 SG「 る 中 下 時 諾 時 6」 
で ぐ 畿 灯 器 季 会 玉 の で 宗 交 
っ )。 r 選 で ぐだ 押 寺 公 二 盤 て 
3 e 下 志 下 り 掲 本人 6 葵 吾 で 
kaz に 


壌 | 只 @ 度 社 48 史 案 是 
評定 尺骨 江 G 給 庫 お 
間 | 002 し 臣 つ を 必 ( ペ ) 


正仁 吐 和 に み クロ リー 人 KK ヘー 選 
論 凶 漂 揚 球 ( 舞 抄本 敵 作 現 ) 
パー 下 ロ ′ 鋼 玩 雷 和 想 
づ つや ( 甘 や S・ 朋 へ 人 篤 ー ト 
いで や KK 号 4 敵 半 守 上 光 避 
苫 一 に 世 " 皇 角 部 o 走 )* 

区 軌 過 で 引 入 芯 好 間 融 


S 天 こ " 
〇 皿 基 上 論 人 G 手 覆い うっ 
ソ 

区 半 ⑯ で 大 鐘 赴く FR 圧 

maN ロ 良 外 十 夫 季 べ ご 
… ら 所 下 ) コ 式 お 呈 尼 宮 押 器 
咽 つ し ぐ 智 定 和 各 規 
〇 ゃ @ 媒 

属 直 殺 半 唱 つ し で 層 貴 
具 記 りり 表 必 kG 証 較 ′ 避 下 の 品 
普 細 他 伯 の ぐ 員 L 葉 下 唐 回 
芽 近 で 区 箱 ′ 世 回 還 4・ 志 
④⑯ 牌 り 下 つい し 科 散 称 訪 寺 び 


JO 


こう 

(⑥ た :: さ ・ に に 由 キ に コ こ た 

中 地 壮 で 婁 回 虹 沿 ” 想 客 
交 部 時 閣 W の の セ x9 察 時 
悪 理 乱 松 記 で 咽 叩 現 つ し 2 
oo 


包 壮 ・Q 下 o 口 寺 ※o 蘭 


寺 言 ・ 起 索 「 経 咽 」 
に に 


Q 抽 りり 個 Q 宗 4 衣 直 
に K、 を SC rt 


華 拘 三 忠和 トウ ロー 人 KK ヘー 
理 詳 笑 凌 部 球 区 寺 旬 ( 舞 浮 
団 呈 嘱 ) せつ 下 居 ロー 記 ロ で 
Q 呈 要り 還 の 思 ⑭⑯ 称 査 理 つ 
( 晶 避 共 攻 「 中 さ i 麹 」 寺 
選 避 並 一 皇 艇 各 ・ ご 選 己 7 
絡 誤 ・ 過 忘 己 志 ) 

区 刺し 3 養 思 ぐ 殺 両 で 
こま くう)= で N だ くま こく ん 


〇 蘭 是 表 恐 いう や 

装 只 り K・ 三 己 旭 唄 で ら 
を 中 翌 鐘 ぐ 新 暑中 燃 捉 ぐ 器 志 
公 玖 失地 で 表 避 の 民 で 
し 0 ま こき いく 
〇 振 聖 直良 も 五 骨 軍 季 幸 G 
中里 寺地 吊 G 問 政 

H] 心 K 選 あの 改 全 を 一 人 
ュー ヘー4 和 介 世 0 くし で 訂 
PKK ペーA mA 篤 6 
4" 

思 ⑯ 寺 に 選 " 直 選 ら 並 る 
つむ 器 概 公理 % 守 。 狼 言 泡 
ベニ を く 3JaCN だ さま こく 

6” 基 呈 人 Q ロ 当 守 革 宮 の 
江 で 局 氏 中 補 で Qu 会 忠 
全 で ) 層 し 6” 思 甘 本 削 
りり 家 つ | 甘 燃 三味 半 の つり 
m 下 福 紋 内 笠 恨 外 和 人 N 且 
要 政 称 園 の つじ 鈴 替 和 を KG りり 
に 

ぶ 回 SQ o 忠 四 り 靖 
潤 望 ⑯ 和 宜 紀 虹 中 涯 対 和 だ 
tm2 に 


必 | 雇 ⑭ 宗 ⑭⑱ ぬ 宜 起 
上 斑 明 衣 ⑭ 勿 移 瑞 器 


ご 下 汗 呈 
息 攻 豆 トッ ロー 人 KK ハー 選 
誰 殺 立 得 半 4 (和子 培 ※ 手 ⑯ 巡 ) 
3m 下 思 上 亡者 簡 るり 思 
宜 杏 つ 丸 (まさ 1 衣 麗 7 
詞 ・ 寺 選 の 並 一 の 江 
思 ④⑯・ 邊 近世 宮 ボー マ 並 
愉 。 主 角 章 王 叩 召 羽 ・W 嘩 に 
祥 ・ 宰 豆 中 語 過 ) 


し 


区 し 3 半 詞 で 殺 較 り ひる 
し 移 縮 全 民代 て る? 

<⑬ 

6 条 / 陣 都 当直 下 普 族 7 
迄 選 振 夫 中 くく で 赤 稚 替 避 中 会 
0 で る 届 / 抑 緒 公選 で で 


が 1O 
* 


〇 四 忌 中 尿 新 癌 也 G 圭 

〇 時 管 e 結 押 凡 半 吉 也 
〇 結 管 e 結 押 晒 器 也 
〇 結 管 時 押 調 机 加地 

べ ゴ 押 応 揚 和 で 半 " 骨 除 
9 です" 
〇 時 管財 押 博 半 計 固 崩 
〇 時 筐 吐 骸 中 駐 骨 

べ ゴ ′ 叶 6 神 ぐ 誠 円 ′ 層 る 
壁 甘 涼 湯江 球 戦 く 幸人 で 局 皇 和 
祖 へ 9 くし 時 円 本 hG りつ) ろう ) 
つつ” 柳 選 4 で" 


y 守 <⑪ 

〇 四 帳 中 企 財 舞 G 更 剖 氷 選 
・ 机 江 貼 中 ( 世 三 虹 ) … 党 
吐 や 回 款 GS 会 0 和 れ さ ト 
nhn へ) 寺 蘭 舞 剛 写 り 臣 
衣 つ うく? っ 素 で 店 時 須 選 や 


所信 つ 丸 下 練 は つる る 

・ 選 客 同 中 4 ( 志 相 軍 ) … 翌 
将 で 選 雷 で で し 征 記 誠人 6 
^ 償 鞭 契 員 ぐ 抽 隔 会 彫 守 人 
や で で や 誠 折 生 *@ で 人 誰 ボ つ 


4J) の oO 


こい 夫 こ 

・ 寺 立 帳 尼 4 ( 田 王 過 ) … 評 
人 な し 中 槍 り 長 で で 8 ぐし 下 
考 全 パン 躍 会 GS る 2 公 。 弓 貴 
揚 り 6 ン 密 くし 捉 飲 り 所 つ 


JO 


こさ 細 ま ら - 


う 


・ 毅 冊 中 4 ( 形 環 過 ) … 潤 
斉 道 色 選 滴 つじ 2x6 下 坦 7 
細 吾 ⑱ 到 ぐ 条 括 ぐ 和 ) 球 羽 知 革 
ソ / る 握 哨 し On 本 飲 
ン 嘩 り 陸 寺 つつ 記 う の 抽 ソ 
St” 年 京 二 で 着 砦 寺 会 
っ 6 つや お < で 毛 握 人 り 鞭 雇 ご や 
4 く 「 
〇 民 是 藤宮 勧 悪 幸 ぐ 半 
ママ ひ らら パ ” W 形 で ホ ー ベ 
ロー ホー 鈴 幸 胃 知 詳 男 つい 
搬 旬 更 宮 り 半 べ つぐ 下 寅 
下 明 称 押 浴 中 けり 器 取 本 Ko や 
ぐ 。 除 所 公 的 ” 攻 ぐ 明 
′ 比 攻 忠 村 放 つつ し で 授 
3 で つり nk@ 太 いび 


JO 


信 
づ 親 球 ⑱ ざ つり" 慰 義 選 味 球 
6 季 宮 志 の つく 必 AK 称 


^^O で / 畠 坦 甘 翌 態 ぐ 選 翌 
組め 更 ne 忠 の つい 刀 球 や 


静岡 県 協会 、 総 会 並び に 例会 の 模様 ( 1 月 25 日 ) 


へ 提 困 思 人 で で 側 回 和 棒 字 セ 
Ke 思 違 の つり し ( 己 ー 選 RE 
字 求 パン ロロ 凡 息 攻 選 呈 翔 和 
咽 わ 慰 畠 躍 / く “ 
ぐー マロ リロ ー ホ ー マ < ぐ 稔 志 肖 
識 軸 パ " 掴 箇 凶 さ 8 選 一 本 
ー ぐ 統 和 隙 本 Ke づつ 押 問 電 
レ 3 環 診 画 翼 図 滅 玉 容 て や 
St@ ぐ し 。 ホーK く マセ ペー 
らし an 所 還 じ た さる 忠 肘 
羽 し 引 誌 つ 昌 虹 和 人 者 員 り 思 地 
pt" 
@⑯ 釈 攻 貴 刀 思 で 記 窟 の つり 
下 押 忠 壮 4 り SS 選 RES 中 戦 欠 
和 』 李 no? 
③ 二 選 〇 JJ@ ぐ 皿 六 せい 2 レ 
36^ 貴人 時 了 光 や 物 球 人 6 
yiE:w CE よこ ここ し こさ 

〇 祝 塁 直 叱 司 呈 記 を 

軍 吾 8 中 語 守 0 と My で 飲 守 
に に くう) =Cw た くま こす くん 
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詞 | 技 wr<t 要 中 
| | き 和 KG 弟 6 老 外 
同 | *R  -RSz 
加 員 員 人 グロー 人 KK ハー 尊 
誰 疾 半 部 半 ④⑭ ( 民 足 芝 ) 
3 つ 下 く 加 ′ 振 時 ⑳⑯ 和 だ S り 
9 ( 且 松 RNNA 和 を 表 さ 上 直 
己 o 蘭 一 ′ 所 租 提 己 志 )“ 
克明 志 レ 「 謀 華 表 態 洋 
操 光 提 く ぐ 打 螺 幸 の つり | 尼 
庄 憶 民 釣 押 *G nm で 
あこ に さん 


ll | や 字 名 
Q 選 mm 損 
窟 袋 忠 人 に ウロ リー 人 K 入 ハー 音 
座 括 漆 各 球 ⑭( 地 肝 | 者 員 ) 
3Q 臣 コロ 思 華 江陽 沙 で 久 
螺 志 つつ いり" 天 守 当 定 刀 称 固 
つり 凸 凛 措 十 地 選 選 恨 外交 
租 つく り 7 
6 3 眉 球 作 3/ 画 征 胃 夫 和 
SS 上 ロ し 惑 吾 ぐ 忠 掲 の 
つり る re" 


課 | 8 墨 4 記 吉 
| | 挫 国 3 補填 謀 選 0 
に 夫 ma 下 同 
ヨ 謎 躍 人 人 ウロ リー 人 KK ハー 音 
詳 半 各 半 (上 ロ 玩 趣 憶 員 ) 
36c 下 過 凸 ′ 直近 つ 人 普 選 
定 く で く K「K 上 ー を 伽 」 尽 
密 く いじ 愛 ④⑳ 和 家 避 ( 王 外 に 妃 
に AT)“ 


区 思 ⑭⑯ し 3 や 間 思 ぐ 秀 量 は び 
^ ゆ 地 縮 入選 S で る ? 

〇 蘭 是 K 柚 6 掘 只 宰 珍 鏡 G 
うり ご 3 の S 串 うし 

〇 聡 恒 忠志 肛 倒 口 い うじ 所 
中 償 悪 

〇 ゃ 68 

芝 器 交 誤 


| さ O に 胃 補 朗 県 倍 下 6 
| ご 曹 中公 皇 供 
mW " 世 ら 品 
路 外 上 叶 ト ウリ ローK 和 ハー 音 
詳 名 圭 部 球 ( 胡 審 舞 1 中 志 ) 
3 一 中 史上 り 想 理 2% 記 る 
ざ ひ の ご 賭 可 諾 弄 由 中 4⑯ 唱 表 裕 
員 公 明 つ ^ つら ト へ S 
ーー 押 季 で 雪 搬 ぐ 弄 中 和 選 


いく J7 


則 | 骨 思 だ 史 庫 つい 
て cho 

川 8 いす 
川 個 躍 人 に グロ リー 人 KK ハー 競 
誤 画 閑 提 庄 ⑯( 諾 医 息 将 夫 嘱 ) 
3 っ 忠 選 品 上 甘 義光 ※ 紋 臣 
境 の つり 密 呈 迫 軍 皿 区 収 呈 
り 選 民 多 拓 だ つる 


本 | 憧 振 43 世 中 
| | 挫 雪 4 く 軸 RG 肖 
| OR 較 り QRem 


堂本 忠 ホ ー さ 著 生 ペー ふ 
ー 庄 4 ( 凡 二 較 遇 ) や Q 下 
co 書 中 46 称 想 理 ( 記 頁 
加 ・ ヨ 忠 ′ 生 拓己 江 息 一 邊 


う 


愉 ー 拒 " 皇 角 部 選 刀 ・ 選 志 )“ 
契 団 雪夫 し 6 装 記 く 雑 遇 り 
で 放し: くう)= で ペ だ くま こそ くん 
〇 堅 古 装 恐 光 叶 軍 口 表 必 9 
咽 戦 者 G 失 剖 羽 下 日 い うし 
操 沈 邊 り 表 生 k9 環 温 夫 で 
^ く 3 過 り 中 畠 半 半 穫 し 
VS で て 歓 翌 下 祝 会 球 尺 迷 [ 音 
9 で レス xs6 想 守 り 人 SnKo 全 。 駐 
宮 翔 弥 り いく し ぷく 悪 こ 叶 
eo す 委 ます た 3 に で に た ら た くん 

・ 必 時 押 規 並 望 者 り " 學 博 末 
訪 穫 装 じ 搬 境 つる 殺 野 幸 約 赤 
六 棒 。 間 誌 つ 丸 億 名 唱 球 6 
蜂 殺 字 ぐ 心 攻 会 で NN KS つ 
り 休 回 和 交 定本 紀 で 遇 口 約 固 
うし 四 生 so? 
・ 志 品 立 忘 6" 
仙 祝 生 kG" 
・ 総 人 准 け いく し 7 畠 壮 凌 ? 
調 回 SAJ3 | 尺 人 拉 負 条 。 単 
串 で ポポ が 避 疲 生 kG* 
〇 ぺ 員 仙 字 G 加 地 ・ 虎 衣 品 で 
っ ピ 
型 ⑭ 交 

嘱 表 月 へ 一 下 で スハ ヘー 
三 Q 沿 下 出 
べく 交 

装 計 選 庶 昌 新 
求 計 県 百 

べ ゴ 8 で る し 密 明 つく 人 6 
提 り ひろ し 5 骨 肘 和 革 1 
〇 避 宣 忠 党 いう っ ピ 

^S る koeon 殺 半 で 層 赴 沿 
定 ぐ 牙 釧 編 如 り い ひい るり" 弟 を 
9 で や の 国共 器 絵 境 幼 英 称 窒 


捉 揚 穴 咽 し 狼 


展 | HOGn 


-‥ 


つ 移民 軍 で 宜 史 交信 の 
JA いい ” 援 角 り いく し や 征 実 ぐ 
LEII に RAEN と く 提 9 まさ ん 

〇 了 可 寺 千 宰 弄 宰 蛋 似 いう や 
筐 牙 弄 で 所 地 称 窒 政 " 


E 隊 む EENNGE キ コ 


CSC6 に は 吉 KCINA 
いす 
民 紅 征 トウ ロー 人 KK ヘー 音 
論 画 閉 間 半 ⑱ (D 田 区 ⑱ 嘱 ) 
3 一 下 選 上 ロ ′ 細 @ 回 民 殖 G 和 
悪 民 つづ" ( 展 紅 ヘ トー 小さ 
eo 部 ロリ ー 填 据 ら 一 に 瓶 7 
外交 o 電電 Q 志 ) 

⑯ 喘 悪 交 ぐ 選 提 思 で 蛋 還 り 
巡る 鐘 二 ぐ 神 盤 だ に さ で 7 
折 Kom 下 世 閉 密 り 旨 寺 つ 
球 畠 忠 怪 虹 装 憶 態 相 避 ぐ 國 
雷 ⑳⑱JS で 丸 会 。 所 外宮 パー 
志 緒 揚 和 下り 態 ※ ぐ 返 坦 角 
種 称 球 般 つ で 7 
般 雷 

m′ 選 態 直 殺 品 ロマ つの ロ 超 
沙 中 つく 丹 屋 末 テ 者 再 玉 ソレ 
親 球 作 りや 中 で 区 りり し 4 相 昌 
2 で 選 掴 交 く る 882 る 1 

Q” で 〇 ロ 舞 浴 中 で 叶 夫 翌 
湯江 地 吾 沙 間 表 ke 紋 足 埋 
S 稔 張り いひ くり 菩 据 全館? 
親 球 ⑭ ぐ 表 坦 称 球 つ 敵 誠 
8 選 棋 提 つ 罰 7 

* 民 紅 定 トウ ローK ス ヘー 音 
診 箇 凌 抑 球 境 夫 到 りり 4 本 so 
志 雛 り 書 計 間 脱 暑 玲 鹿 可 称 詳 
遇 づつ" 包 栄 地 で 人 S 二 めで や 


失 幸 りり 至 選 つり 下 ン " 

りり で ぐ 搬 幸 や 親 SG 証 明 生 so 
品 う づつ” 旦 才 びる 鈴 替 お 上 拒 
り 明 幸 つ し マ ひら 押 浴 中 く 直 
過 緒 つ 坦 列 陣 持 稼 引 徹 構 
弟 境 つり 或 ン 中 の セ xG7 
※ 民 弓 定 トッ ロー 人 K 入 ハー 音 
褒 閑 提 球 く mW | 世 う つり 
十 殖 宮 御 選民 外線 球 畠 忠 粗 
拒 型 陽 天水 撮 紋 内 境 つつ ゆい 翌 
宮 ぐ 葵 召還 笠 約 吾 の いじ 巡 字 セ 
Ke っ) っ) つう 29 本 り で 視 亡 
搬 境 けい くし 中 尽 忌 り 球 
時 血 宜 パ 選 | 並 壮 押 の 忠 
忌 尽 り 忠 赴 つ レス る ょ G 親 到 で 
SU くし A4 パ で 搬 埋 
3 摘 KG りう うり 必 nG* 

eo 展 紅 定 人 ウロ ーK へ ヘー 
理論 疾 半 拒 球 4⑭t 叶 舞 雇 6 
( 紙 選 回 ) 外 型 口語 蘭 ら 豆 法 
けい るい 球 狼 融 時 拒 に 
時 の 下 の 凸 基 寺 選 " 可 時 咽 ら 
必 還 トー 下さ けり 4 くし 宜 
ES に 3 と て に と のど くん 

定 ′ 記 6 写 理 しり 臣 壮 送 
加 肢 刀 Q 下 に 尽 角 吾 づつ 
還 4 嘩 で 皇 艇 太 鬼 hG 
ざ 。 届 丸 KGQ 下 き 一 記 凸 で 廿 
り 3 ママ の どら コー ぴ の ぴの 6 トッ / 
リーK ペ ハー 月 を KK 栄 全角 
喧 挫 路 べ や りく し 窟 弄 0 
Sr@” 親 半 ⑭⑯ 中 6G 嘩 幼 
悪 隈 (区 英 べく 窒 座 ) 和弥 昧 上 王 
り 軸 ど つ | 鯉 理 上 品 り 6 や ふく 狗 
寺 の 選 ko tm り 多 定 本 xG? 
竹園 大 < 宮 や マ OH て 


て へ 心 條 昔 中 4S で 包 7 
民生 翌 態 ぐ 下 し 約 胡 交信 
る へ 代 ン 親 凸 団 娠 4 釣 長 穫 o 
志 り し ヘ トー 大小 ささ o 着 心 修 
AS か ・ く ベー リロ くし で 入 家 
敢 層 削ぐ 弄り いひ くし 手 宏 
潜 多 選 S る 直 据 の 葵 映 釣 醤 
夫 つ る? ' 

RW 他 る 凡人 営 路 四 6 編 り 
Il 選 江 


ご 避 


己 弄 吐 に トッ ロ ー 人 ヘー 音 
敵 著 揚 球 ⑯ (1 究 賠 記者 路 ) 
99" ーー 下 選 加 り 想 理 0 て 状 
尋 貴 拒 へ 時 拒 窒 忠政 培 比 (S 
醒 世 ・3 公 と 守 所 "時 拓 己 
ー 円 寺 婦 角 抹 記 記 ) ママ 
用 理 給 疾 壮 各 和 記 所 つ し 皇 算 
0 

克 ⑳⑱3『 抑 へ 寺 ) 過 才 村 迫 
けり いろ うし 表 り KO 器 給 ポ 』 
うつ ゆり 選 心 表 よ 多 ト ー く 論 
SAJ で 躍 写 で グリ ロー 人 KK へ へ 
一 名 期 立志 選 ロ ロビ (私 て 
さび ) 着 有 政 始 池 " 貴 琴 寺 
中 他 斉 汚 会 后 和 め 国 ぐし am 本 
nt@aJ) くっ の で し ” 條 回 る 趣 44 
家人 る 時 折鶴 けり い る し 6 獲 
SN 和 還 じい くり 由 つ る 父 所 
て 

63 克 球 作 し や Q 下 の 凸 7 
回 甘 六 湯 庄 紋 野寺 の つり ” 半 
⑱ 軍 会 ざ o 恨 外 約 羽 王 ” 還 加 
攻 抹 要 忌 称 画 つじ 閉 淫 習 り 届 
で だ お" 
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| 坦 S 藤 電柱 
( QIEo ら 串 


< 
ド 二 


2 
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アン て ar 
rr25 スッ 
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で 
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表 議 征 ト グロ リー 信和 ヘ ーー 加 
誤 釘 半 提 玲 ⑯ ( 選 忠 加 1116) 
3Q 臣 oG 凸 ′ 問 民 契 境 称 
臣民 つぶ ( 振 議 導 ミミ 所 普 
ー コ 並 N | e 証 縮 環 ” 皇 
明 婦 胡 コ 密書 Q 志 / 彰 押 
ご ′ 負 殺 四谷 中 補 
っ 候 つ 志 " 押 浴 臣 ー 志 )? 
ー” 振 照 殆 ぐ j) 記 を 

綴 捉 下 古 軍 (ロク 愛 ) 軍 
直ぐ 公民 正和 下 つつ ^ 尼 刀 
豊 民 電 中 《 処 朱 避 くべ 出 》 
半 。 選 坦 陣 娠 の つり し 各 失 つる 
ろう で 臣 抵 全 的 血 縮 ぐ 青 
慌 、 捧 蝶 史 ツ つり し 寮 忠正 
コル リリ ま ゃ まく 
m” 隊 猛 稀 忠 引 さ G 申 長居 
よさ 
〇 虹 基 態 で 表 担 せ いく し 
で 宗 ⑳⑱ こ ( 忌 品 避 稀 の わ 


) 


シン 。。 の 


大 阪 府 協会 、 第 60 回 理事 会 の 模様 (2 月 6 日 


Ched= 計 GE こき) 
S り で ぐ 密 地 公 移 肖 陸 
、o9 

で "4 到 こく 立 欠 鈴 
癌 で ぐ 赴 や 和夫 や し 本 層 生 ke” 
で りら 棟 が で 丸 統 堆 お 7 
定 皿 縮 昌 夫 り 所 殺生 ko 公 。 時 
熟 生 ko 豆 く で 幸 回 お 斉 宗 補 
対生 ke@ っ うう) りつ / に 認 ぐ 守 
3 美人 4《 全 天 虹 か KG りつ りつ 
< 

っ 謀 二 つぐ 凌 野 幸人 交 を や 
に の n8 全 。 層 到 振 り 半 忠 
鯨 埋 妥 和 Q 式 過 王 6 し 押 更 二 
RG うけ つう 9 避 j6O お 繧 貢 
幸 パ | 中 つじ 鶴 皇 な KG“ 

で 県 盟 忠 球 ⑱ ぐ 二 浴 応 恒 り 
いう し | | 並 時 は 〇 マ 〇 表 
縮 忠 (上 累 貢 憶 図 二 浴 呈 ) 公 
Co39 た さま くう):: さ まこ すく ル 

の 悪 糧 " 下 提 忠夫 中 で 癒 地 
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呈 交 的 机 つ し っ 6 ゃ で くく ? 
@ 結 避 ( 庫 了 ) 王 括 吐 皿 で 四 
@⑲ つ 中 へ 人 か AmAG 狼 : べ … 人 R 
拓 握 画 会 鶴 る 

③ 避 赴 表 悪 概 ぐ 究 赴 蝶 二 … 相 
区 表 

⑲ た 中 くさ ・ 挫 回 ・ 素 究 括 


相 細 ・ 玩 琶 理 写 で 世 釧 詳 遇 6" 


枝豆 表 豆 款 会 人 美 折 … 和 下記 褐 
営 舞 上 選 や 医家 握 東 や づつ 

〇 媒 租 各 ぐ WW で 尋 ぐ 抽 中 

@ ペー スバ 選 詳 映 四 査 ぐ 誌 黙 人 
に 所 1 し 選択 の つる で で 低下 
虹 " 

@ 忠昌 で 詩 結 称 和 生 Ko っ) Av 
で 直し 選 く 所 や に 條 人 つつ 
ウレ つ J6n で ウン 46 る 

@ で ひら 言 く 壮 沖 の 羽 胡 べく 壮 


提 ぐ 凶 応 全 昌 会 は ンタ“ 


で ひら 時 べ 壮 部 で 惑 統 ( ふ ー 


さ ) 全員 会 や リン <“ 
時 管財 押 「 そ の O つ 井 画 
KG」 鯉 慎 過 届い うじ 

< 宜 理 中 > 計 筐 に 時 世 の 
( 備 ) 一 弓 呈 ( 境 ) け 挟 掲 


※ 悪 壮 穴 計 玉 yy で 選 ぐ 紙 づつ 
巡り いく 3" 「 首 作 天 
④⑭」 入 議 是 つづ" 飛 掲 生 K@ つ m 
〇 に 要 先 押 総 距 貴 6 司 明 信 
交 選 和 門人 叩 で 下 誠人 半 の 
8" 皇 角 宛 斉 到 所 次 忌 ン ビ 


中 つ 雇 で の 走り 科 現 つ り 


伯 圭 揚 身 中 ( 詳 演 闘 ) 
笑 中 中 ・ 団 問 瑞 ・ 窒 裳 束 


軍 峯 中路 ・ 肖 漠 虹 的 ・ 除 喜 臣 

自 叫 ・ 坊 還 窟 ・ 季 三味 
・ 率 ヨ 押 所 ・ 地 三 躍 
・ 鶴 世 貼 宮 ・ 加 中 貴 
・ 写 軍 | ・ 近 明貴 

o′ や G 弄 

※ 当 外 各 人 生 で で ひつ ロ 攻 起り 擬 


po 部 下 例 弄 2oQ 人 S 全 る 


ご ペース 自 幸生 コト へ て 串 
ら 師 中 選 り 選 に つ し し る 
*e MG 央 刺 の づつ し 弟 生 で て 
KeG 忌 箇 三 躍 拓 紅 習 較 GS「H 
へ や ミ 」P や S 選 ぐり トー 
局 昌 「 く ベー キー トト で ペー 
Q」m 人 ト さ て 中 光生 で KK 


S 心 ハー 殺 溢 つ レ る AkeT が が 対 7 


銀 缶 忠 総 ヨ 葉 りや ーー 人 ト へ て 中 
ゅ ら り 細 立 セ k9 凌 捉 全 っ Ke 選 
翌 凶 球 4⑭ 嘩 6 装 谷 抑 暑 つじ く 


[人物 演 症 式 態 せ 表 つ )。 8 中 
夫 し 3 札 ぶ 近江 翌 羽 豆 ぐ 呈 
窟 例 閉 尽 才 ひ で レ く ポポ 本 全 。 
で の 自 だ づつ "| 画 押 宮 半 で 
中 ぐ 販 括り 家 和 ko 悦 穴 営 


選 ペ さじ 約 全 6 か” ( 要 ) 


Ke JJ で 6 の 6 楽 末 で 王 
迷 で で 3 下 狼 宮 鹿 声 ペー 忌 
一 公 。 到 ④⑱ り 言 . く ・ 強 選 つ 巡 
っ 新 提 上 強 下 6 の っ つの 吐 ン マス 
収 宣 史 失 べ つり る sk” の で 
箕 綿 お の 庄 到 つつ し ぐ ペー 
か 一 祭る 選 。 4 中 で 突 6 美 
で 公 久 @30<k@” りり で 凡 り の 
^ く レッ マ ひ の P 問 で 3S 所 称 代 
野 玉 つ 旭 る 
人 欠 層 忠 訟 ヨ 世 し じ 疾 半 つ し る 
te 対 攻 性 吾 赴 忘 (ポポ 連 攻 対 ) 
ぐ 掴 範 地球 夫 言 くべ 選 で 生 会 
まつ ざた しま ゃ そく | 
37 内 肖 忠 ぐ 到 ⑭ り 言 べく セ se 
^) 選 躍 人 で 球 あり る 言 く つ 如 中 
で 0 で る 会 で 人 9? 計り 7 
て 昌一 冷め 評 ( く つつ いう) りつ 
る 2” で 太り いく りゃ ママ ひ 
の 六 蝶 り 4 本 で さ つ 丸 る? 
表し 還 団 翌 凶 球 医 夫 移 ※ 
に "MG 届 " 眉 中 さき 攻 六 「 モ 
控 次 」 り し 邊 選 o 租 選 や 
kJJmCN きま くん 

た た た た レコ レコ 

Q 下 ご 凸 龍 篤 宮守 区 避 
で 証 普 内 けり いく し や 中 
し 型 編 褒 づつ 二 " 


嘱 旧 選 
仙 o 思 23「 衣 の どら H を KK 浅 」 
「 衣 岡村 4 是 夫 縮 他人 全 補 忠 
避 称 中 揚 つ し ろう づつ 丸 会 目 
志貴 球 ⑭⑯ 中 ぐ 委 洋 ぐ 償 季 所 
宮 め 球 選 部 つつ” 閉 信 じ 
4Q 嘱 戦 く 二 つ 十 会 3 本 "(人 填 ) 
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ュー スズ ス 


AOU 


マズ ひら ロ 人 A ペ ーー 失 選 ら 侍 幼 G 回 絶 
回 細く で 央 中 刺 4N 態 理 ( ヽ 記 ) 


m 下 の 拘 の 回 艦 細 謀 里 
KN ( 選 田 押 | 秋 嘩 飽 ) で 


貴 電 けり 所 閉 准 赴 時 選 下 けり 過 避 ( 澤 畠 ) 避 
ー トペ ふさ ユ 民 四 ょ 

SGS9「 マ 〇 の ロ ・ 和 ヘー ス 束 ha 坊 次 総 恥 (ヨコ ロ ) 思 

けい くじ で GK ヘ ホーー」 8 回 M 本 舞 村 橋 ( 究 呈 ) 


ら 志 で ロー ネー 移 家 豆 唱 | 婁 還 将 中 ( 翌 拭 ) 記 半 祥 覆 求人 | ( 棚 芝 ) 


昌 昭信 配合 へ 球 (N ト ウミ ーK 当 一 S 給 本 間 ( iR) 選 8 ミ 品 
( 世 血 民 ・ 走 豆 川 一 和 SN 表 R 下 ) 区 現 ( 展 鍛 ) 代 8 ミ 
を 下さ 千 完 人 ) - 田 悪 中 ( 緒 杯 ) 較 制 こら 
区 ト へ トーー3 江 絆 WW49 | 王 定 志 ( 細 ヨ ) 詞 思 | 径 押 因 手 ( 祭 項 ) コ 時 肖 :: 
いら 工科 生 RWWdKN り 記 敵 | 醒 三 常設 ( 事 芝 ) 婦 思 | 舞 相 吾 誤 (| 凡 ) に 
生 で op し で 回 篤 @ 避 | 詳 只 連 ズ (| 敵 ) 当 駅 | 年 本 屋 団 (4 思 ) 思 時 装 a 
た KENC 間 すき 「 導 
親 呈 中 呈 口 潤 招 軍 選 記 世 鑑 共 翌年 ( 除 屋 ) ご 議 き 紀 ご 
暴 選 選 ・ 党 店 天 法 嘱 ( 還 | 志功 奈 円 (ヨロ) ご 時 | 革 ネ 球 ( 暫 ) 記 時 計 
砲 電 覆 ) 村 才 くべ ら ロ 型 挿 | 家 区 避 時 中 ( 畠 降 ) コ K | 三 容 悪 中 (KK 思 ) 1 め 二 
舞 り 守 疫 全 SS 親 半 吉 | 型 臼 笑 宮 ( 近 索 )S 恥 | 串 枚 竹 中 (| 軸 ) 8] M い 人 @ 
公記 で 環 求 槍 つ お 田家 | ( 麗 ) 避 駅 | 篤 眠 工 ( 超 柚 ) 較 ne 
< 拉 邊 円 衝 ( ヨ ロ ) 紀 包 | お茶 百 (ヨロ ) ml MI 議 \ 才 
- 了 問 共 送 部 ( 老 加 ) SR 2 さと し キー 
ーー て 計 瑞 | 結 ( 剛 硫 ) 中 6 三 ト | き ロ ル | 
「 に iu Q 計 KK 媒 へ 避 1 
尚 人 性 鹿部 ( ヨ 油 ) mK | 寺 箇 神宮 ( 計 田 ) 宮 連 持 』/ 胃 NT ミ の 
軍 句 ( 余 ) モモ を 建 唱 (KK 営 ) 記 財 妃 淫 」 | 。| い @ 
民 上 捉 q( 振 反 ) ヨ 宮 共 補 ( 評 田 ) 8 0 ミド ふ お ロ HH 
作 で 所 中 ( 容 門 ) SSK | mW 碁 N(K べ ) る 計 EiIRGYE 放 
了 守 ン 東 店 ( 桶 三 ) 記 計 | 己 三 愛 1| 喉 (| 個 )S 圭 く NN 滞 8 避 
SR 半 寺 山 (HK 澤 ) 包 | ペ 天 太 写 遂 (| 環 )S 者 1. 9 
林 活 吾 閣 ( 作 可 ) SSK | 名 男 回 中 (| 出所 h 投 KJ 前 問 く ③ 
| S 半 赤 ぶ (| 人) 回 了 慌 | 議 容 下 語 ( 味 環 ) 加 | 

玩 所 相 (KK 連 ) 避 恥 | 虫 写 丈 的 (<K 堂 )S 

札 田 親 座 ( 明 尾 ) 呈 恥 | 納 皿 K み ( 裳 ) る 8] 
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